
京っこクラブ 2018 ６月活動報告 

IN 宇多野ユースホステル 

活動日時： A…6 月 16 日（土） 

B…6 月 17 日（日） 

活動プログラム： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全体感想＞ 

 

午前 

集合・あいさつ 

おはようございます！今月はお祭り

の屋台で見かける、『はしまき』と『肉

まき』をつくるよ！ 

調理開始 

今回は２つのメニューのどちらかを

作り、隣のグループと完成品を交換す

るよ。まずは自分達で食べる分を作っ

ていこう！後でもう一回作るから、作

り方を覚えておいてね。 

火起こし 

かまど係は燃料となる枝を拾い集

め、火をおこしていこう！簡単には火

がつかないね。みんなで意見を出し合

いながら何度も挑戦してみよう！ 

午後 

完成 

 どちらのメニューも同じ作業を繰り

返し、人数分を完成させよう！完成し

たら自分達で味見をしてね。もっと見

た目や味を良くする為にはどうすれば

いいかな？ 

プレゼント 

工夫を重ね、完成したメニューをプ

レゼントし合おう。「おいしい！」と言

ってもらえると、とても嬉しいね！み

んなが食べ終わったら片付けの時間だ

よ。フライパンやお皿をピカピカに洗

う事ができたね。素晴らしい！ 

振り返り 

解散 

今月はお祭りみたいに賑やかな活動

だったね。またお家でも作ってみて

ね！それじゃあ、まったねぇ～！！ 

今月は野外料理に挑戦しました。『はしまき』か『肉まき』のどちらかを選び、グル

ープで約15人分を作りました。作る数が多い為、同じ作業を繰り返しながら作り進めま

した。作業を繰り返す事で上手くできた時、できなかった時をみんなで確認し、「油は

少ない方がいいと思う。」、「お肉を巻く前にしっかりとご飯を固めよう。」ととても

具体的な改善点を伝え合う姿が見られました。伝える際の言葉選びに課題が残る部分は

ありますが、自分の気づきをその場で周りに発信する事が、グループ活動を前進させる

大きなきっかけになるのだと強く感じました。また、作った料理を食べてもらう緊張や

喜びを最後の振り返りで話すメンバーが多くおられ、友達へ意識を向ける機会を引き続

き活動に組み込んでいきたいと思いました。          （生本 ひろみ）  


